
1 所属する大学についてお聞きします。以下の設問に記入、または当てはまる項目を選択してください。

1-1 大学名 (                                                                         )
※ この情報は分析データには入力いたしません。

1-2 国公私立

2 回答者ご自身についてお聞きします。以下の設問に記入、または当てはまる項目を選択してください。

2-1 所属する看護学系学部・学科でのFD活動の立場について当てはまる項目を選択してください。

（　　　　　　　　　　）

3 所属する看護系学部・学科のFD体制についてお聞きします。

※以下の質問は全学FDは含まず、あくまでも看護系学部・学科に限ります。

3-1 FD委員会はありますか？

3-2 FD委員は何名いますか？　FD委員会がない場合、FD担当者は何名いますか？

人

3-3 FD委員会に予算は割り振られていますか？予算がある場合、１年あたりの金額をご記入ください。

（　　　　　　  　　万円）

4 所属する看護系学部・学科が主催する、学内向けのFD（全学FDは除く）についてお聞きします。

FDの企画・運営において困難に感じる点について、以下の設問で当てはまる番号を選択してください。

※平成24年度新規開設校はお答えいただかなくて結構です。問6 にお進みください。

   統合や名称変更で新規開設された場合、過去の状況がお分かりになりましたらお答えください。

4-1 FD企画への参加に、対象教員の抵抗感や消極的な態度がある

4-2 多くの対象教員が参加できるFD企画の日程の設定が困難である

4-3 新任教員に必要なFD企画が不十分である

4-4 教育の基本的な知識・理論の習得のためのFD企画が不十分である

4-5 対象教員の多様な学習ニードを充足するFD企画の立案が困難である

4-6 FD企画を評価することが困難である

4-7 FD委員会と他の委員会との役割分担が不明瞭である

4-8 FD委員のスケジュールが過密であることからFDの企画・運営が困難である

4-9 FD活動に対してFD委員が消極的な態度である

4-10 FD委員の知識不足により、FDの企画・運営が困難である

4-11 予算の不足によりFDの企画・運営が困難である

4-12 組織的に継続可能なFDの企画が不十分である

4-13 体系的なFDの企画・運営が困難である

4-14 その他にFDの企画、運営について困難に感じること等がありましたらご記入ください

看護系大学におけるFD実態調査

①そう思う
②やや
そう思う

③やや
そう思わない

④そう思わない

看護学教育研究共同利用拠点千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター 

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト 

2 公立1 国立 3 私立

2 実行委員等の活動の一員1 委員長等の活動の責任者 3 その他
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２１ ３ ４
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5 所属する看護系学部・学科が主催する、学内向けのFD（全学FDは除く）についてお聞きします。

※平成24年度新規開設校はお答えいただかなくて結構です。問6 にお進みください。

   統合や名称変更で新規開設された場合、過去の状況がお分かりになりましたらお答えください。

5-1 平成22年度、平成23年度にそれぞれ何件のFDプログラムを実施しましたか？
同じ内容で繰り返し行っているものは１件とし、同じテーマであっても内容が異なる場合はそれぞれ別に数えてください。

平成22年度 件

平成23年度 件

5-2 平成22年度、23年度に実施したFDプログラムについて、別紙 「FDプログラム表」　にご記入ください。
「FDプログラム表」には実施したFDプログラムを1件ごとにご記入ください。プログラムが複数ある場合は、
大変お手数ですが、別紙 「FDプログラム表」をコピーしてご記入ください。

6 本調査に関するご意見、また看護実践研究指導センターに対するご意見、ご要望等
ございましたらお書き下さい。

ご協力ありがとうございました
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